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華
厳
教
学
の
形
成
と
展
開

敦
煌
文
献
や
日
本
伝
来
の
寺
院
資
料
の
調
査
・

研
究
に
基
づ
き
、
華
厳
教
学
が
誕
生
し
た
唐
代

初
期
の
仏
教
史
を
見
直
す
と
と
も
に
、
そ
の
後
の

思
想
的
展
開
を
追
う
。
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序　

論

第
一
篇
　
華
厳
教
学
の
黎
明
│
無
尽
へ
の
道
程

第
一
章　

智
儼
の
著
作
に
つ
い
て
の
書
誌
的
考
察

第
二
章　

南
北
朝
か
ら
隋
唐
の『
華
厳
経
』解
釈
の
変
遷

第
三
章　

隋
唐
に
お
け
る
教
体
論
の
諸
相

第
四
章　

無
尽
の
思
想
と
華
厳
五
教
の
成
立

第
二
篇
　
東
ア
ジ
ア
仏
教
の
教
学
形
成
と
系
譜
意
識

第
五
章　

法
蔵
撰『
華
厳
経
探
玄
記
』と『
文
義
綱
目
』の
成
立
過

﹇
附
１
﹈ 『
文
義
綱
目
』序
〜
第
七
門
と『
探
玄
記
』の
対
照

﹇
附
２
﹈ 

称
名
寺
蔵『
大
方
広
仏
華
厳
経
八
会
章
／
華
厳
文
義
綱

　
　
　

 

目
』に
つ
い
て

第
六
章　

同
体
門
・
異
体
門
の
形
成

第
七
章　

南
宋
に
お
け
る
華
厳
宗
章
疏
の
刊
刻
と
教
学
の
展
開

﹇
附
﹈ 

湛
睿
写『
孔
目
章
成
仏
心
要
後
序
』「
宋
版
華
厳
孔
目
章
後

       

序
」翻
刻
と
訳
註

第
八
章　

平
安
初
期
南
都
諸
宗
の
草
木
成
仏
論

第
三
篇
　
イ
ン
ド
仏
教
へ
の
視
角
│
│
憧
憬
と
権
威

第
九
章　

初
唐
の
異
国
僧
│
│
長
耳
三
蔵
の
思
想
と
そ
の
受
容

第
十
章　

長
耳
三
蔵
と
中
国
仏
教
思
想

第
十
一
章　

紀
国
寺
慧
浄
の
著
作
に
関
す
る
基
礎
的
研
究

結　
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参
考
文
献
一
覧

　

あ
と
が
き

　

索　

引
櫻
井 

唯（
さ
く
ら
い　

ゆ
い
）

二
〇
一
四
年
三
月
、
早
稲
田
大
学
文
学
研
究
科
修
士
課
程
修
了
。二
〇
二

〇
年
一
〇
月
、早
稲
田
大
学
文
学
研
究
科
博
士
後
期
課
程
修
了
。博
士（
文

学
）。早
稲
田
大
学
助
手
、早
稲
田
大
学
非
常
勤
講
師
を
経
て
、現
在
、神
奈

川
県
立
金
沢
文
庫
学
芸
員
、駒
澤
大
学
非
常
勤
講
師
。

主
な
論
文
に
、「
李
通
玄
伝
の
形
成―

叡
山
文
庫
天
海
蔵『
新
華
厳
経
会

釈
』を
中
心
に
」（『
東
ア
ジ
ア
仏
教
研
究
』22
、
二
〇
二
四
年
）、「『
金
剛
錍

論
』
を
め
ぐ
る
宋
代
華
厳
宗
の
議
論
」（『
大
久
保
良
峻
先
生
古
稀
記
念
論

集　

天
台
学
と
諸
思
想
』法
藏
館
、二
〇
二
五
年
）等
が
あ
る
。
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